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二
〇
二
〇
年
四
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
出
に
合
わ

せ
、
厚
生
労
働
省
の
「
歯
科
訪
問
診
療
を
含
む
歯

科
に
対
す
る
診
療
の
自
粛
（
延
期
）
を
促
す
」
通

達
が
出
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
「
歯
科
の
受
診

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
高

め
る
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
影
響
に
よ
り
、
外

来
診
療
を
は
じ
め
、
歯
科
訪
問
診
療
で
も
受
診
控

え
が
広
が
り
、
患
家
や
施
設
へ
の
外
部
か
ら
の
立

ち
入
り
を
禁
止
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
地
域
医
療
部

で
は
、
歯
科
訪
問
診
療
の
抑
制
に
よ
る
在
宅
患
者

ま
た
は
施
設
入
所
患
者
の
口
腔
内
へ
の
影
響
を
把

握
す
べ
く
、
部
内
関
係
者
が
歯
科
訪
問
診
療
を
行

っ
て
い
る
東
京
近
郊
の
在
宅
ま
た
は
施
設
（
有
料

老
人
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
）
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
口
腔
内
の
こ
と
で
困

っ
た
利
用
者
が
「
い
た
」、「
少
し
い
た
」
と
の
回

答
が
約
九
〇
％
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
令
と

と
も
に
歯
科
訪
問
診
療
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
の
、「
歯
科
訪
問
診
療
の
必
要
性
を
感
じ

た
」
と
の
回
答
が
約
九
〇
％
に
及
ん
だ
。
ま
た
、

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
患
者
の
口
腔
内
に
変
化

が
あ
っ
た
時
に
即
座
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
へ
の

不
安
」
の
声
や
「
継
続
的
な
歯
科
訪
問
診
療
を
必

要
」、「
食
形
態
の
判
断
が
難
し
か
っ
た
」
と
の
声

が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
個
々
の
患
者
の
口
腔
内
に
目
を
向
け

る
と
、
歯
周
病
の
悪
化
や
嚥
下
機
能
の
低
下
、
歯
の

動
揺
の
増
加
や
歯
根
破
折
に
よ
り
抜
歯

に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

継
続
的
に
行
っ
て
い
た
歯
科
訪
問
診
療

を
自
粛
（
延
期
）
し
た
こ
と
が
少
な
か

ら
ず
患
者
の
口
腔
内
に
悪
影
響
を
与
え

た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
の
行
う
専

門
的
口
腔
ケ
ア
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
を
も

た
ら
す
こ
と
や
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ

る
。
歯
科
訪
問
診
療
の
中
断
は
、
歯
科
疾
患
の
重

篤
化
や
誤
嚥
性
肺
炎
を
は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
継
続
的
な
歯
科
訪
問
診

療
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

　

地
域
医
療
を
担
う
歯
科
医
師
と
し
て
、
第
三
波

に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
歯
科
訪

問
診
療
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
一
年
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
医
療
部
長　

横
山
靖
弘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
下
で
も

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
歯
科
訪
問
診
療
体
制
の
整
備
を

≪略歴≫もりもと・ちから：
日本歯科大学卒、歯学博士。
東京都北区に森元歯科医院開
設。現在、東京歯科保険医協
会理事、全国保険医団体連合
会（保団連）副会長。歯科技
工士資格、介護支援専門員（ケ
アマネージャー）資格も持つ。

　
歯
科
技
工
士
問
題
検
討
委
員
会
委
員
長

　
協
会
理
事
　
　
　
　

        

森
元
主
税

歯
科
技
工
物
の
外
注
委
託
取
引
ル
ー
ル

歯
科
技
工
物
の
外
注
委
託
取
引
ル
ー
ル

◆
は
じ
め
に

　

歯
科
技
工
士
問
題
の
本
質
で

あ
る
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
の

原
因
は
、
委
託
技
工
料
金
の
安

価
さ
に
あ
る
。

　

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一

年
）、
国
民
皆
保
険
が
開
始
さ

れ
る
と
、
歯
科
受
診
患
者
が
急

増
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
歯
冠

修
復
や
欠
損
補
綴
の
技
工
物
の

多
く
は
歯
科
医
師
自
ら
が
製
作

し
て
い
た
。
し
か
し
、
患
者
急

増
で
、
外
来
患
者
の
技
工
物
を

歯
科
医
師
自
身
で
は
賄
え
な
く

な
っ
た
。
こ
こ
で
、
歯
科
技
工

士
と
い
う
職
種
が
必
要
と
さ

れ
、
歯
科
技
工
士
養
成
校
が
次

々
と
開
校
さ
れ
た
（
ピ
ー
ク
時

は
七
十
七
校
）。

　

そ
し
て
、
歯
科
技
工
物
製
作

の
多
く
が
、
院
内
技
工
か
ら
外

部
委
託
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

　

当
然
、
歯
科
技
工
所
は
急
増

し
、
歯
科
技
工
料
金
は
過
度
な

自
由
価
格
競
争
（
ダ
ン
ピ
ン

グ
）
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。

◆
大
臣
告
示
「
７
対
３
」

　

当
時
の
厚
生
省
は
、
こ
の
よ

う
な
低
い
委
託
技
工
料
金
に
よ

り
歯
科
技
工
士
の
労
働
条

件
、
待
遇
が
劣
悪
で
あ
っ
た
た

め
、
歯
科
技
工
料
金
の
目
安
を

示
し
た
大
臣
告
示
を
昭
和
六
十

三
年
五
月
（
一
九
八
八
年
）
に

発
出
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
「
歯
冠
修
復
及

び
欠
損
補
綴
料
に
は
、
製
作
技

工
に
要
す
る
費
用
及
び
製
作
管

理
に
要
す
る
費
用
が
含
ま

れ
、
そ
の
割
合
は
、
製
作
技
工

に
要
す
る
費
用
が
お
お
む
ね
百

分
の
七
十
、
製
作
管
理
に
要
す

る
費
用
が
お
お
む
ね
百
分
の
三

十
で
あ
る
」。

　

し
か
し
、
同
年
六
月
の
疑
義

解
釈
で
「
外
部
委
託
を
す
る
に

当
た
っ
て
個
々
の
当
事
者
を
拘

束
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
回

答
し
、「
関
係
団
体
と
の
間
」

「
個
々
の
当
事
者
間
」
で
解
決

す
る
よ
う
に
と
さ
れ
た
。

　

大
臣
告
示
は
制
度
で
あ

り
、「
法
的
拘
束
力
」
を
伴
う

も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
告
示
内
容
の
「
お
お

む
ね
」
と
、
疑
義
解
釈
の
「
個
々

の
当
事
者
を
拘
束
す
る
も
の
で

は
な
い
」
と
い
う
文
言
で
、
法

的
拘
束
力
を
持
た
な
い
と
解
釈

さ
れ
、
自
由
価
格
競
争
の
ま
ま

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

保
険
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
国
民
の
受
益
を
考
慮
す
る

と
、
点
数
表
に
位
置
づ
け
、
製

作
技
術
料
を
適
正
に
配
分
す
る

こ
と
は
、
価
格
競
争
に
よ
る
弊

害
を
排
除
し
て
、
技
術
を
競
い

合
い
、
質
の
向
上
を
図
り
、
安

定
し
た
良
質
な
歯
科
技
工
物
を

提
供
す
る
こ
と
が
中
医
協
の
意

図
で
も
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

で
は
、
大
臣
告
示
「
七
対

三
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
割
合
な
の
か
。

　

例
え
ば
、
歯
冠
修
復
の
大
臼

歯
Ｆ
Ｍ
Ｃ
の
ま
る
め
の
保
険
点

数
は
千
三
百
十
六
点
（
二
〇
二

〇
年
十
月
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
製
作
技
術
料
四
百

五
十
四
点
と
材
料
料
八
百
六
十

二
点
（
金
パ
ラ
）
を
合
わ
せ
た

点
数
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
製
作
技
術
料
四
百

五
十
四
点
は
、
製
作
技
工
料
と

製
作
管
理
料
に
分
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
製
作
技
術
料
四
百
五
十

四
点
を
大
臣
告
示
「
七
対
三
」

に
当
て
は
め
る
と
、
歯
科
技
工

所
の
製
作
技
工
料
が
三
千
百
八

十
円
（
七
割
）、
歯
科
診
療
所

の
製
作
管
理
料
が
千
三
百
六
十

（
三
割
）
で
あ
る
。

　

会
員
の
先
生
方
、
大
臼
歯
Ｆ

Ｍ
Ｃ
の
外
注
技
工
料
金
の
三
千

百
八
十
円
を
払
っ
て
い
ま
す
か
。

　

協
会
に
よ
る
都
内
の
歯
科
技

工
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
二
〇
二
〇
年
九
月
実
施
／
関

連
記
事
は
3
面
に
掲
載
）
に
よ

る
と
、
大
臼
歯
Ｆ
Ｍ
Ｃ
の
受
注

技
工
料
金
は
平
均
二
千
二
百
五

十
八
円
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
歯
科
技
工
に
関
わ
る

歯
科
保
険
点
数
は
、
二
年
ご
と

に
行
わ
れ
る
「
歯
科
技
工
料
調

査
」
の
結
果
を
参
考
に
決
定
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
安
い
技

歯科診療報酬めぐり歯科診療報酬めぐり

 厚生労働省に要請を実施 厚生労働省に要請を実施
P重防の算定要件の緩和や金パラ逆ザヤの解消求める

　

協
会
は
十
二
月
十
七
日
、
厚

生
労
働
省
に
対
し
、
診
療
報
酬

に
関
す
る
要
請
を
行
っ
た
。

　

厚
労
省
が
示
す
「
歯
科
治
療

の
需
要
の
将
来
予
想
」
で
は
、

口
腔
機
能
の
維
持
・
回
復
を
目

指
す
歯
科
治
療
の
必
要
性
が
増

し
、
今
後
は
重
症
化
予
防
が
重

要
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
協
会
が
会
員
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
重
症
化

予
防
を
評
価
し
た
歯
周
病
重
症

化
予
防
治
療
（
Ｐ
重
防
）
や
歯

周
病
安
定
期
治
療
（
Ⅰ
）
を
算

定
し
な
い
と
回
答
し
た
割
合
が

半
数
を
超
え
て
お
り
、
算
定
要

件
の
複
雑
さ
や
、
三
カ
月
に
一

回
し
か
算
定
で
き
な
い
縛
り
が

算
定
し
な
い
要
因
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
毎
月
の
算
定

が
で
き
る
よ
う
算
定
要
件
の
緩

和
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
歯
科
鋳
造
用
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
価
格
が
、
二

〇
二
〇
年
十
月
二
十
八
日
の
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
総
会

で
告
示
価
格
よ
り
七
・
二
％
高

い
状
況
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た

が
、
随
時
改
定
Ⅱ
の
要
件
で
あ

る
プ
ラ
ス
一
五
％
超
に
満
た
な

い
た
め
、
二
〇
二
一
年
一
月
の

改
定
が
見
送
ら
れ
た
。
協
会

は
、
逆
ザ
ヤ
解
消
の
た
め
、
随

時
改
定
Ⅱ
の
要
件
を
随
時
改
定

Ⅰ
と
統
一
し
、
五
％
を
超
え
た

場
合
に
は
改
定
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

対
応
し
た
保
険
局
医
療
課
の

青
木
仁
課
長
補
佐
は
、
Ｐ
重
防

は
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
新

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
算

定
要
件
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
な
ど
も
踏
ま

え
、
関
係
学
会
と
も
よ
く
相
談

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
金
パ
ラ
の
随
時
改
定

の
見
直
し
に
関
し
て
は
、
レ
セ

プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の

更
新
な
ど
の
対
応
が
現
場
で
必

要
に
な
る
た
め
、
頻
繁
な
改
定

で
問
題
が
生
じ
な
い
か
な
ど
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
語
っ

た
。

　
不
合
理
な
こ
と
な
ど
は

　
ぜ
ひ
協
会
に
ご
相
談
を

　

協
会
は
、
現
場
で
起
き
て
い

る
問
題
の
改
善
を
行
政
に
求
め

て
く
。

　

不
合
理
な
こ
と
や
国
民
に
対

し
歯
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
改
善
が
必
要
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
協
会
に
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
。

要望書を手渡す坪田有史会長（写真右）と
厚労省保険局の青木仁課長補佐（写真左）

工
料
金
で
発
注
す
る
と
点
数
も

低
く
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

◆
「
失
わ
れ
た
20
年
」

　

ち
な
み
に
、
二
〇
〇
〇
年
の

大
臼
歯
Ｆ
Ｍ
Ｃ
の
ま
る
め
の
保

険
点
数
は
六
百
二
十
五
点

で
、
材
料
料
百
八
十
点
、
製
作

技
術
料
四
百
四
十
五
点
で
あ
っ

た
。
現
在
の
製
作
技
術
料
四
百

五
十
四
点
は
二
〇
一
二
年
の
改

定
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
約
二
十
年
間
ほ
と
ん
ど
点
数

は
増
点
し
て
い
な
い
し
、
消
費

税
分
を
考
慮
す
る
と
、
逆
に
減

点
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

現
在
歯
科
医
療
費
の
四
割
近

く
が
、
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

に
関
わ
る
報
酬
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
歯
科
医
療
費
抑
制
に
よ
る

「
失
わ
れ
た
二
十
年
」
が
、
委

託
技
工
料
金
問
題
の
根
源
で
あ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

歯科技工士
問題の本質

 いまこそ
 考える時④

検 
 

証
×

◆
外
国
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
に
供

給
さ
れ
た
場
合
、
先
生
は
接
種

さ
れ
ま
す
か
。

・
絶
対
接
種
し
な
い
。（
他
1
）

・
い
い
え
。
今
の
段
階
で
は
無

　

理
だ
と
思
い
ま
す
。

・
お
そ
ら
く
受
け
な
い
。
今
回

　

の
急
造
ワ
ク
チ
ン
は
危
険
。

・
接
種
し
な
い
。
完
全
に
効
く

　

な
ら
ば
考
え
る
が
、
そ
こ
ま

　

で
有
効
性
を
感
じ
な
い
。

・
医
師
の
六
〇
％
は
接
種
し
な

　

い
。
接
種
す
る
と
答
え
た
四

　

〇
％
の
医
師
も
「
メ
ー
カ
ー

　

は
日
本
」
と
の
こ
と
。

・
接
種
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
、
ウ
イ
ル
ス
を

　

取
り
込
ま
な
い
予
防
の
ほ
う

　

が
大
切
。
し
か
し
、
も
し
風

　

評
被
害
に
よ
り
診
療
に
差
支

　

え
が
出
る
リ
ス
ク
が
あ
る
よ

　

う
な
ら
ば
、
接
種
し
ま
す
。

・
特
効
薬
が
で
き
る
ま
で
待
ち

　

た
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が

　

気
に
な
る
た
め
。

・
期
待
は
し
ま
す
が
、
す
ぐ
の

　

接
種
に
は
躊
躇
し
ま
す
。

・
副
作
用
が
分
か
ら
な
い
た
め

　

様
子
見
で
す
。　　
（
他
11
）

・
副
作
用
覚
悟
で
接
種
し
ま
す
。

・
接
種
し
ま
す
。
国
外
で
認
可

　

さ
れ
た
も
の
も
含
め
て
、
可

　

能
な
限
り
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

　

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

・
接
種
し
ま
す
。
よ
ほ
ど
の
リ

　

ス
ク
が
な
い
限
り
予
防
接
種

　

は
受
け
ま
す
。　　
（
他
3
）

・
機
会
が
あ
れ
ば
、
外
国
の
も

　

の
で
も
接
種
す
る
。


